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緊急インド救援ミッション「世話プロジェクト」ご報告 
 

謹啓 

皆様には昨今の厳しい情勢の中でご苦労なさっておられることとお察し致しますが、ご健勝にて

お過ごしになっておられることと存じます。 

さて、去る 5月に私共が主管となり発足しました、掲題のプロジェクトに就きましては、皆様の

絶大なるご協力のお蔭をもちまして、7月 20 日までに総額 7,476,564 円に上る義援金が集まりま

した。これらの義援金はインドに 3回に分けて、インド赤十字社と現地の NGO（Doctors for You）

に送金され、酸素濃縮器などの救援物資の調達を完了し、6月中旬から 8 月末までの期間に、イン

ドの 5 州の 11 の医療機関に届けられました。各納入先から救援物資の受け取りの確認と感謝の意

を表するレターが届いております。当初はインド赤十字社への救援物資の寄贈を基本としておりま

したが、6月 15 日の同社への第一弾の救援物資寄贈の後、第二弾の寄贈について先方に打診した結

果、同社からの追加支援の要請がありませんでした。当プロジェクトではその次善策として、イン

ドで救援活動を行っている NGO への寄附による救援活動の継続を決め、既に実績のある NGO

（Doctors for You）を協力者として指定し、無事に活動を完遂することができました。 

日本からの二回目の送金について、現地銀行での受け取り確認に時間を要したこともあり、ご報

告が遅くなりましたこと、大変申し訳ございませんが、以下の通り、同プロジェクトの全容と結果

の報告をさせて頂きます。当プロジェクトでは、透明性とトレーサビリティの確保に努めて参りま

した。ここには全ての関連書類は添付しておりませんが、ご要望があれば提示させて頂きます。ま

た、何かご不明な点などがございましたら、ご遠慮なくお問い合わせ下さいませ。 

インドのコロナ禍は、一時の医療崩壊の危機は脱しましたが、いまだ終息する兆しは無く、日々

新規感染者は 2万人から 4万人程度の増加が続いており、小康状態と見られます。ワクチン接種完

了率も全体の 19%程度であり、これから年間で最も重要な祭時期を迎える中で、ロックダウンは緩

和されており、全く予断を許さない状況にあります。今後も注視して参りたいと考えております。 

皆様におかれましては、この度の私共のプロジェクトに対し、有り余るご厚意と誠意あるご協力

を賜りましたことに改めまして厚く御礼申し上げますと共に、パンデミック下での皆様のご健勝と

ご多幸を祈念しております。 

謹白  

記 

 

【1】「世話プロジェクト」にご後援・ご協賛下さった団体 

    この緊急プロジェクトにご賛同を頂き、ご後援・ご協賛を頂いた団体は以下の通りです。 

関係者の皆様のご高配とご協力に厚く御礼申し上げます。 

ジヴァ・ジャパン・アーユルヴェーダ様、関西日印文化協会様、横浜インドセンター様、 

株式会社 Willings 様、特定非営利活動法人 KYG 協会様、日印文化交流ネットワーク様、 

NPO 法人日本アーユルヴェーダ研究所様、株式会社ライフ・サイエンス研究所様、 

株式会社三旺コーポレーション様、一般社団法人マハリシ総合研究所様、 

マハリシ・アーユルヴェーダ株式会社様、日本看取り士会様、22 世紀学会様、 

英国アーユルヴェーダカレッジ様、トウドウ主宰ヴェーダセンター様、(順不同) 
      

  



【2】集まった義援金(クラウドファンディングと直接の銀行口座振込の合計) 

     募金活動は 2回に分けて実施され、クラウドファンディングに募金された寄附金は(一社)

日本アーユルヴェーダ学会の指定銀行口座に振り込まれ、更に、その後 NPO 法人日本アー

ユルヴェーダ協会の指定銀行口座に振り込まれました。 

尚、クラウドファンディング(コングラント社)にてクレジット決済された募金は、同社の

手数料(4.8％)を差し引いた金額が、「世話プロジェクト」の指定銀行口座である(一社)

日本アーユルヴェーダ学会の口座に振り込まれ、その後 NPO 法人日本アーユルヴェーダ協

会の指定銀行口座に振り込まれました。 

 

第一弾募金(5 月 20 日～5月 31 日): 3,259,000 円 ----6 月 9日協会口座へ入金 

第二弾募金(6 月  1 日～6月 20 日): 3,228,852 円 ----7 月 5日協会口座へ入金 

第二弾募金(6 月 21 日～7月 20 日):    988,712 円  ----7 月 21 日協会口座へ入金 

合計①             :  7,476,564 円 

 

【3】プロジェクトに掛かった費用 

     当プロジェクトはボランティア活動であり、遂行に掛かった経費は以下の通りです。 

このプロジェクトに関わったボランティア各位の人件費やその他経費はございません。 

 

クラウド利用料(年間利用料)   :  52,800 円 ----コングラント社（ライトプラン） 

銀行送金振り込み手数料     :  29,380 円  ----国内送金(3 回)と海外送金(3 回) 

合計②             :  82,180 円 

 

【4】インドへの送金額（上記①－②） 

第一回送金額（6月 11 日）        :  2,927,521 円（1,932,000 インドルピー） 

第二回送金額（7月 7日）         :  3,477,552 円（2,278,380 インドルピー） 

第三回送金額（7月 26 日）        :    989,311 円（ 653,244 インドルピー） 

合計➂                 ：  7,394,384 円（4,863,624 インドルピー） 

 

【5】インドでの救援支援総額 

インド赤十字社への物資寄贈       :  1,810,737 インドルピー (6 月 15 日)---注記あり 

NGO(Doctors for You)への寄附     :  3,052,887 インドルピー（7 月 7日、26 日） 

合計④                  ： 4,863,624 インドルピー 
注)インド赤十字社は当初 1,932,000 インドルピー(税込)の物資調達を行いましたが、同調達に関わる 

税金は、災害支援のため、121,263 インドルピーの還付金があり、NGO に移管(送金)されました。 

 

【6】インドでの救援支援物資と支援先 

     ❶インド赤十字社（IRCS）への物資寄贈額： (1,810,737 インドルピー) 
     「世話プロジェクト」が直接物資供給メーカーから調達し、IRCS に寄贈しました。 

         支援先：Indian Red Cross Society (IRCS) 

最終納入先：ITBP (Indo-Tibetan Border Police Force インドチベット国境警察隊) 

支援物資：酸素濃縮器 15 台＊ 

調達先：Medi Waves Inc. 

調達金額：1,810,737 インドルピー 
     (＊この救援物資の寄贈は添付別紙「世話プロジェクト第一弾物資寄贈」をご参照下さい。) 

 

        ❷NGO(Doctors For You)への寄附額：(3,052,887 インドルピー) 
     「世話プロジェクト」が NGO に寄附し、NGO が物資を調達し支援先に寄贈しました。 

      実際の物資調達総額は下表の通り、3,054,500 インドルピーとなっており、 

1,613 インドルピーは NGO が負担しています。 

支援先：Kerala・Maharashtra・Bihar・Telangana 州に存在する 10 医療機関 

支援物資：酸素ボンベ、ICU ベッド、デフィブリレーター、医療用モニター、 



車いす、検温ガン、医療用マスク等 
(詳細は添付 Doctors for You レポート「Ayurveda Professionals in Japan」をご参照下さい。) 

 

 

最後に、本プロジェクトを後援・協賛して下さった皆様、(一社)日本アーユルヴェーダ学会や

NPO 法人日本アーユルヴェーダ協会の会員の皆様、並びに日本とインドで本プロジェクトを推進

して下さったボランティアの皆様のご厚意とご尽力に改めて御礼申し上げます。 
 

緊急インド救援ミッション「世話プロジェクト」主管  

一般社団法人日本アーユルヴェーダ学会 理事長 医師・医学博士   北西 剛  

 
内閣府認証 NPO 法人日本アーユルヴェーダ協会 理事長 医師・医学博士 上馬塲 和夫 

 

 

 

（添付資料） 
・「世話プロジェクト第一弾物資寄贈」 
・NGO(Doctors for You)レポート「Ayurveda Professionals in Japan」 


